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やり取りの後，2 つの容器の食塩水の量は変わりま

せん。最初の B には食塩が 11.28＋8.16－9.72＝
9.72 g 溶けているので，9.72÷400×100＝2.43％

左から 2 つ目までの並べ方は 3×2＝6 通りです。

1 つ目が赤，2 つ目が青のとき，残り 5 つの並べ方

は図の5通りあるので，答えは6×5＝30通りです。

　速さの比は下り：上り＝112 分：42 分 ＝ 8：3  
→ 静水＝（8＋3）÷2＝5.5 ，流水＝（8－3）÷2＝2.5

静水の速さは川の速さの 5.5÷2.5＝2.2 倍です
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　立方体から三角すい（全体の     ）
を取りのぞいた立体なので，

6×6×6×（1－     ）＝180cm3です。
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（次のページに続く）
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三角形ABC は全体の     ，斜線

部分は    ×   ×   ＝     なので，

9×（1－     ×6）＝      cm2です。
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　三角形AEF は正方形ABCD の     倍です。延長線を引いて三角形

の相似比に注目すると，AI：IE＝6：1，AJ：JF＝6：2＝3：1 なる

ので，三角形AIJ は正方形の    ×    ×    ＝     倍です。→ 3：28

　同様に，AH：HI＝3：1，AK：KF＝3：2 なので，三角形AHK は

    ×    ×    ＝     です。四角形HIJK は     －     ＝        → 9：280   
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返されます。2018＝642.6… → 半径の和が 642m
以上になるとよい。

642÷27＝23（周期）あまり21（m）→24（周期）不足 6（m） 

→ 6×24＝144 番目の半円上（半径が 7m の半円の

途中）で A から 2018m 進んだことになる。

　半円の曲線部分の長さは 半径×3.14 の計算で求

めることができます。3 つの半円でできる道のり

は（3.45＋4.21＋2.34）×3.14＝10×3.14＝31.4m。

　    ＝0.14285714285… なので，半円の半径は

「1m・4m・2m・8m・5m・7m」の 6 個周期でくり
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　連続するの整数の和が 7×7＝49 になる n 個の

整数を考えます（n は 3 以上）。n＝7 のとき，連続す

る 7 個の整数の平均は 49÷7＝7 なので，

　和が 10×10＝100 になる数を考えます。

n＝5，25（100 の約数の中で奇数のもの）のときに n

個の整数の平均が整数で求めることができます。

　和が 30×30＝900 になる数を考えます。

900÷n＝（整数）で， 900 の約数の中で奇数のもの

は 3，5，9，15，25，45， … が候補となります。
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4，5，6，7，8，9，10 ⇒ 4〜10 を並べとよい。

平均

整数 5 個の平均は 100÷5＝20 になる。

18，19，20，21，22 ⇒ 18〜22
平均

299，300，301 の 3 個 
平均

178，179，180，181，182 の 5 個 
平均

96，97，98，99，100，101，102，103，104
平均

53，…… ，59，60，61，…… ，67
平均

15 個

24，…… ，35，36，37，…… ，48
平均

25 個

100÷25＝4 となり，平均が 25÷2＝12.5
よりも小さいのであてはまらない。

900＝22×32×52 なので，n は 8×□（□は 32×52

の約数）で 8，8×3，8×5，8×32， … が候補です。

答えは「8 通りの並べ方があり，それぞれ 3，5，8，
9，15，24，25，40 種類の整数を使う。」である。

100÷n＝□□.5（小数第 1 位が 5 の数）のようにな

るものを考えます。100＝22×52 なのでと 8，8×5
が候補にあがります。

100÷8＝12.5 で，4 番目が 12，5 番目が 13
となります。

100÷40＝2.5 となり，平均が 40÷2＝20 よ

りも小さいのであてはまらない。

平均の 20 が 22.5 よりも小さいので不適。

平均の 12.5 が 36 よりも小さいので不適。

9，10，11，12，13，14，15，16 ⇒ 9〜16
平均 12.5
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平均 112.5
109，110，111，112，113，114，115，116

26，…… ，37，38，…… ，49
24 個

平均 37.5

13，…… ，22，23，…… ，32
40 個

平均 22.5

n が奇数の場合

n が奇数の場合

n が偶数の場合 n が偶数の場合


